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1 本書は山梨県韮崎市藤井町北下条2801番地所在

の後田堂ノ前遺跡 (日 本ネットワークサービス地点)

の発掘調査報告書である。

2 本調査は、日本ネットワークサービス韮崎営業所

の建設に伴い、 (財)山梨文化財研究所が実施 した。

3 第 4章第 2節 はパリノ・サーヴェイ株式会社 (担

当 松元美由紀 分析 松元美由紀 。高橋教)に よ

る報告である。そのほか本書の原稿執筆・編集は櫛

原功―が行った。

4 発掘調査における基準点浪1量、空中写真撮影、全

体図作成業務は株式会社テクノプラエングに委託 し

た。

5 本書に関わる出土品、記録類は韮崎市教育委員会

で保管 している。

6 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、

諸機関からご教示、ご配慮を賜つた。記 して感謝申

し上げたい (順不同、敬称略)。

小澤芳雄、韮崎市教育委員会 山下孝司・閏間俊明

パ リノ・サーヴェイ株式会社 千葉博俊、株式会社

テクノプラニング 森谷忠・柴田直樹、三枝興業

三枝哲雄

1 遺跡全体図におけるX・ Y数値は、平面直角座標

第 8系 (原点 :北緯 36度 00分 00秒 )、 東経 (138

度 30分 00秒 )に基づ く座標数値である (世界測地

系数値 )。 各遺構平面図中の北を示す方位はすべて

座標北である。

2 遺構および遺物の縮尺は次のとお り。

4 土器断面黒塗 りは須恵器、塗 りつぶ しのないもの

は土師器、土器内外面の濃い ドット網掛けは黒彩土

器 (黒色)土器、薄い ドット網掛けは赤彩土器を示

す。また遺構図中の ドット網掛けは焼土範囲、縞状

の網掛けは礫層露出面、断面図斜線は礫断面を示す。

5 遺構平面図・断面図中の遺物を示す記号の種別は

次のとお り。

▲ 石器   ■ 須恵器  ● 縄文・弥生土器

■ 土師器  ◆ 土製品  ● 土師器

6 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術

会議事務局監修『新版 標準土色帖』を使用した。

7 平面図の遺物番号、遺物写真図版番号、遺物観察

表番号は一致する。

8 本書図 1は 国土地理院発行の 1/50,000韮 崎、図

2は韮崎市役所発行の 1/2,500韮 崎市管内図21を

使用した。

9 参考文献は第 5章文末にまとめた。
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第 1章 経 過

第 1節 調査 の経過

後田堂ノ前遺跡は、韮崎市の市街地北方、韮崎市文

化ホール東側を中心とする縄文時代から古代の集落遺

跡である。遺跡周辺には後田、堂の前、後田堂ノ前、

坂井堂ノ前等の遺跡が点在し、これまでに県営圃場整

備事業、道路拡幅工事、建物建設工事などに伴って各

地点で遺跡調査が実施されてきた。

今回、本調査を実施 した韮崎市藤井町北下条2801

(小澤芳雄氏所有地)は水田で、日本ネットヮークサー

ビス韮崎営業所建設工事計画にともない平成 19年 に

韮崎市教育委員会 (以下、市教委)が試掘調査を行つ

たところ、土師器片等が出土し、遺跡の存在が確認さ

れた。小澤氏と市教委との協議により、本調査実施に

関しては財団法人山梨文化財研究所 (以下、研究所 )

に委託実施することとなり、小澤氏、市教委、研究所

の三者で埋蔵文化財の取 り扱いに関する協定書を締

結、市教委の指導監督のもとで研究所が本調査を実施

する運びとなった。市教委の判断により、調査範囲に

ついては駐車場を除く建物範囲とし、建物建築範囲で

は深い面まで造成の影響を受けることから、建物範囲

全体を調査対象とすることとなった。調査面積は開発

予定面積 820だ のうち 863ゴ である。なお、開発予定

地南東隅については、 トレンチ状に掘り下げ、遺構が

ないことを確認したうえで埋め戻している。

｀
 第 2節 発掘作業 の経過

調査は平成19年11月 12日 に開始した。調査区の範囲

を確認したのち、重機による表土剥ぎを行ったところ、

下層に谷状地形があることがわかり、調査区境にサブ

トレンチを設定、谷 (河道)の状況および深さを確認

した。遺物の出方に注意を払いながら掘削したのち、

人力による精査を行い、遺構確認、溝などの掘り下げ

を行った。溝内からは上層、下層から遺物がやや多く

出土し、集落域の東端を流下する自然流路の一部とし

て理解できた。調査区内は塩川の氾澁の影響により、

遺構面以下が砂礫層と土層の互層からなり、浸食され

ずに残存した微高地上に 1軒の古墳時代の竪穴住居が

確認できた。竃、掘り方の調査を実施し、全体の写真

撮影を行い、12月 25日 に調査を終了した。

以下、調査日誌の抜粋である。

〔調査日誌】

平成 19(2007)年 11月 12日 ⑪ 重機による表土剥 ぎを開始。

11月 13日 側 重機稼働。谷状地形を遺物包含層まで掘 り下

げる。

11月 14日 1710 重機稼働。竪穴 1軒確認。

11月 19日 側 作業員による遺構確認作業開始。

11月 26日 (月)暗渠内掘 り下げ。遺構確認など。

11月 27日 側 壁面精査。土層観察。暗渠の実瀕jな ど。

11月 28日 い  1・ 2号河道完掘。出土状況写真撮影、遺物

取 り上げ。

11月 29日 m 2～ 4号溝完掘。 ピット確認。 3号河道掘 り

下げ。須恵器郭など出土。

11月 30日 ④  3号河道掘 り下げ。上層の土器集中部分を写

真ののち取 り上げ。

12月 4日 硼  3号河道掘 り下げ。ベル ト断面観察、写真、実

測。遺物取 り上げ。

12月 5日 171S 3号 河道断面図作成。ベル ト除去、掘 り下げ。

12月 6日 ∩ 礫 をはず して掘 り下げ。竪穴付近の精査。 3

号河道上層の集石実測。

12月 7日 0 1号 竪穴完掘。遺物取 り上げ。 3号河道内集

石掘 り下げ。

12月 10日 (月)2号 溝掘 り下げ。 1号竪穴亀断面実測。 3号

河道北壁実測。

12月 11日 側 全体を清掃ののち、完掘状況写真撮影。1号竪

穴竃調査。

12月 12日 m l号 竪穴亀完掘。住居内清掃、完掘写真撮影。

再度全体写真撮影。

12月 13日 ∩ 光波測量機による実波1。

12月 14日 0 1号 竪穴寵写真、遺物取 り上げ。 2号河道断

面図。全体的な測量作業。

12月 17日 ⑪ 実測作業。

12月 19日 17kl l号 竪穴亀補足調査。

12月 21日 い  1号竪穴床下掘 り下げ、掘 り方調査。

12月 25日 硼 現場作業終了。

【調査参加者】

秋山高之助・伊井賃。大柴欣子・小沢正臣・窪田信一。

坂本行臣・鈴木節夫・萩原忠・長谷川規愛 。原島進・

深澤友子・藤原五月・宮川昌蔵

第 3節 整理等作業の経過

整理作業は2008年 4月 より2009年 3月 まで、笛吹市

石和町に所在する⑪山梨文化財研究所の整理室で行っ

た。出土遺物に関しては遺物洗浄、注記、接合、復元、

実測、 トレース、版組みという工程で作業を進めた。

遺構については「遺構 くん」で記録した遺構図、遺物

出土地点などを合成、編集し、実測遺物の番号の照合、

接合関係のチェックなどを行つた。1号竪穴亀内の上

壌については水洗選別を実施し、同定については業者

委託した。

〔整理参加者・整理関係者】

竜沢みち子・小澤恵津子・田中真紀美・岩崎満佐子・
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後田堂ノ前
(日 本ネッ

図3 周辺遺跡の調査状況

矢房静江・斉藤ひろみ・須田泰美 。西海真紀・角屋さ

え子・小林典子・小林祐子・手塚由美・梶原薫・広瀬

悦子・原野ゆかり,藤井多恵子・柳本千恵子・林紀子・

横田杏子

第 1節 地 理 的 環 境

後田堂ノ前遺跡は、甲府盆地北東に位置する韮崎市

藤井平の塩川左岸にあ り (図 1)、 韮崎市文化ホール

南東の低位段丘面の微高地上に南北に広がる (図 2)。

今回の調査地点は、後田堂ノ前遺跡の中でも、東側

の低位面から微高地に移行するやや低い面で、標高は

377mである。周囲の現況は水田および住宅地帯で、

東側には南へ堰が流下する。また西側には市道藤井 9

号線が南北に通過 し、道の西側に遺跡の中心となる微

高地面がある。

本遺跡が所在する藤井平は、釜無川支流の塩川が

人 ヶ岳南麓の岩砕流面を浸食 して形成 した段丘面で、

塩川右岸には南北に細長 く紡錘形を呈 した微高地と微

凹地が連続 した埋没微地形か らなる低位段丘面であ

る。それらの微地形は、古代以降の条里地割の実施、

度重なる水害等によって埋没 し、今 日みるような平坦

化 した状況を呈するに到った。

遺跡西側には、人ヶ岳岩砕流が流下 したのち塩川の

浸食を受けて形成された細長い七里岩台地の達線が視

第 2章 遺跡の位置と環境

界を進り、東側には茅ヶ岳山麓縁辺を塩川が浸食して

できた崖線が南北にのび、遺跡は東西の崖線に挟まれ

た間に位置する。遺跡の北方には人ヶ岳、南側には御

坂山地および富士山の姿を望む。

第 2節 歴史 的環境

本遺跡が所在する藤井平は古 くから米どころとして

知られ、近世には「藤井五千石」と称された穀倉地帯

であった。近年の固場整備が実施されるまでは、水田

の地割が方眼のように区画された条里型地割を良好に

残す地域であり、今日でも県内有数の水田地帯となっ

ている。

平成元 。2年には北側 500mにある韮崎市立北東小

学校の校舎建設のさい、「宮ノ前遺跡」が調査された。

300軒以上の古代の竪穴住居、多数の掘立柱建物跡が

検出され、藤井平の中心的な大集落、かつ役所的な性

格を合わせもつ集落で、墨書土器には多数の「宅」が

あり、また 3間 ×4間総柱の掘立柱建物などの掘立柱

建物跡群の存在が遺跡の性格を物語っている。また調
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査区の一角には、平安時代の水田に加え、弥生前期後

葉と推定される水田が見つか り、東 日本でも最古級の

水田遺構 として著名である。このように、藤井平地域

ではいち早 く水田耕作が始まり、以後連綿 と水田耕作

が行われてお り、甲斐における水田稲作の展開を考え

るうえで、考古学的に重要な地域となっている。その

ほか今回の調査区に隣接する北側では、1996年に文

化ホール前通りの拡幅工事で調査が実施され、古墳時

代の竪穴などが見つかつた。また、今回の調査とほぼ

同時期に、道をはさんで西側で店舗建設に伴う発掘調

査が行われた (コ メリ地点)。 建物の基礎を中心とし

た部分的な調査ではあったが、縄文中期前半、弥生末、

古墳、平安時代までの竪穴住居 19軒、土坑 14基、集

石 1基などが確認された (図 3)。

その他、周辺で発掘調査された遺跡として (図 2)、

東側の国道沿いの「上横屋遺跡」 (し まむら地点)、 北

側に「堂の前遺跡」、「坂井堂ノ前遺跡」(藤井郵便局

地点)、 「三宮地遺跡」 (韮崎市文化ホール西側)、 南側

では「後田第 2遺跡」(JA梨北藤井支所地点)があり、

多数の報告書が刊行されていて、弥生～奈良 。平安時

代にかけて濃密な集落遺跡が展開する。遡って縄文時

代では、「後田遺跡」に小形ながら環状配石が見つかり、

縄文後期の仮面上偶の優品が出土するなど、縄文時代

遺跡の宝庫としても見過ごせない。調査区北側に通過

する東西の道は、中・近世の長野県佐久地方と甲州を

結ぶ信州往還に相当し、今日の国道が設置される以前

の古くからの主要道路である。近年では圃場整備、市

道新設によって水田地帯が宅地化され、新興住宅街と

して変貌し、水田地帯の広がる農村風景から市街区と

しての景観へ変化を遂げつつある。

第 1節 調査の方法

調査区 (図 4)は東西 30m、 南北 13mの略長方形で、

発掘調査にあたつては、重機により遺構確認面、遺物

包含層まで表土剥 ぎを行い、人力により鋤焦による遺

構確認ののち、竪穴、溝、ピットなど個々の遺構 を調

査 した。遺構の調査では、断面の土層観察ののち図化

を行ない、遺構実測 。遺物取 り上げにあたつては、測

量のための基準抗 2ヶ所に国家座標を付設 し、パソコ

ン接続の光波沢1量機 (ト ータルステーション)で実施

した。なおパソコンのソフト (図化システム)は アイ

シン精機「遺構 くん」である。写真についてはデジタ

ルカメラを主として用い、調査状況、途中経過、完掘

状況など適宜写真撮影を行つた。

第 2節 層序

河川堆積と浸食により形成された低地面のため、土

層堆積は安定的でないことから、基本層序は設定して

いないが、調査区北壁にて2,3号河道の断面を地表

から観察、図化した。それによれば 2～ 3面の水田層

下に灰褐色土、灰黄褐色土と黒褐色上の互層があり、

河道面となる。その下層に大形円礫を多数含む砂質土、

砂層が堆積する。つまり基盤層として礫層が広がり、

その上に責褐色土の確認面、包含層が堆積するが、い

く筋かの南北流路により、礫層面が露出するまで快ら

れている。

第 3節 遺構および自然流路

調査区内からは、竪穴住居 1、 流路 (「溝」)3、 河道 (「河

道」)4、 ピット13、 集石 1、 暗渠 4を検出した。以下、

遺構、流路等の説明を行う。

(1)竪穴住居 (第 2図、図版 3)

1号竪穴住居 1軒のみである。東壁を4号河道に切

られ、全体は不明ではあるが、南北 3.45m、 東西現

状で28mであり、約 3.5m四方の隅丸方形の小形竪

穴住居である。篭は西壁中央、わずかに南寄りに位置

する西竃で、電方向を基準にすると主軸は W-80°―N
となる。

覆土中には、南側中央付近に床直、あるいはやや浮

上して礫がまとまって存在した。竃を中心として、そ

の周囲には焼土ブロックが広がるが、亀に関わる焼土

か、あるいは火災によるものかは不明。床面には顕者

な炭化材はなかったものの、後述するように床面に敷

物状の薄い炭化面があり、また床面中央の 14号 ピッ

トを中心に床面が被熱し、本竪穴が火災住居の可能性

が高い。

竃は、長さ30～ 35cmの 2本の袖石を幅 50cmの間隔

で直立させ、その間に天丼石を1枚渡したものである。

天丼石は長さ55cm、 幅 25cmで、袖石間に落ち込み、

中央で割れていた。

遺物は亀を中心に郭、甕類が分布し、竃左脇に5の

高杯が逆位で、3の郭が壁にかかるように斜めに、1

の不が亀正面、焚口付近で出土した。また土製紡錘車

(9)が電右脇 (北側)、 西壁ぎわから出土している。

第 3章 調査の方法と成果
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周溝は床面精査時にはか明瞭であったが、掘り方面

の削平時に亀付近と西壁の一部を除き、ぼんやりと存

在するのがわかった。幅 20～ 25cm、 深さ15cmを 測る。

竃正面には2重の床面が部分的に存在する。30×

25cmの 範囲で確認されたもので、3cm程度下に別の硬

化面が存在した。

北壁寄り、中央付近で床面に貼 りつくように薄い炭

化物が存在した。50× 45cmの不整円形の範囲にあり、

南半が東西方向、北半が南北方向に交差するように、

ススキのような細かい繊維が炭化状態でまばらに遺存

した。敷物かもしれない。

竃正面、竪穴中央付近に 14号 ピットがある。直径

34cm、 深さ14cmで 、覆土は黒掲色土。底面には礫層

面が露出する。そのほか亀周辺にはいくつかの小ピッ

トがある (15～ 17号 ピット)。

(2)溝状遺構 (第 1図、図版 2)

2号河道内に3本、2号 1可道東側に1本の溝状遺構

が存在する。

1号溝は2号河道内の断続的な溝状の落ち込みで、

方向は2号河道に平行し、おおむね南北方向を示す。

長さ13m、 幅 20～ 60cm、 深さ数～ 10cm程度。

2号溝は2号河道内、東壁の立ち上がりと重なる溝

で、調査区内では長さ16m、 幅 70cm～ lmを確認した。

深さ10～ 20cmである。2号河道に平行するようにわ

ずかに弓なりに反り、南側では上層に3号溝が重複す

る。

3号溝は 2号河道の東壁の立ち上が りと重複 し、2

号溝南端の上層に位置する溝状遺構で、幅 60～ 80cm、

長さ 5.6m、 深さ 10数cm。 2号溝 よりも新 しい。

4号溝は、2号河道東側をやや蛇行気味に南流する

溝状遺構で、長 さ 15m、 幅 30cm～ ■5m、 深 さ 5～

10cm。

(3)河道 (第 3～ 6図、図版 1。 2)

調査区全体に南北方向の河道が 4本存在する。西壁

にかかるように 1号河道があり、西半に幅広で立ち上

がりが緩い 2号河道、中央に幅が狭 く深い 3号河道、

東側に 1号竪穴を切る4号河道がある。

1号河道は、調査区外にのびるため規模、形態は不

明確であるが、西壁側に2号河道と一部重複する落ち

込みがあり、河道とした。深さ20cm程度で、南側に

は礫層面が露出する。弥生末～古墳後期の土器類を伴

うことから、2号河道より古いことがわかる。

2号河道は、幅 5.5～ 7m、 長さ 16.5m以 上で、主

軸方向は雑13° ―E、 深さ45cm。 弱い立ち上が りをも

つ浅い河道で、とくに東壁の立ち上がりは2号溝と重

なることから不明瞭である。底面に 1～ 3号溝をもつ

が、河道と一体のものであろう。河道底面には弥生後

期と8世紀初頭の遺物が分布する。主体的に存在する

のは後者で、いわゆる盤状不とよぶ底径の大きな皿状

の土師器杯が多いほか、同時期の須恵器杯、甕もある。

3号河道は幅 45～ 5.5m、 長さ16m以上。深さは

北壁で 70cm、 断面図作成位置で 50～ 80cmを 測る。礫

層を決 り込んで蛇行した流路である。

確認段階では、河道内にS字状に曲った砂質上の河

道跡が確認されたが、それを含むひとまわり大きな河

道として完掘できた。

土層断面は3ヶ所で観察 。図化を行つた。調査区北

壁にかかる断面 Cに よれば、1・ 2層 は現況の水田に

伴う層、3・ 4層 は旧水田層、5～ 18層 は3号河道の

新しい堆積 (確認段階で把握された砂質土)に よる黒

掲色砂質土と灰黄褐色砂の互層。23～ 27層 は、古い

段階の河道を緩やかなカーブで埋積 した土層で、上層

に集石がのる。断面 Aでは、新 しい堆積に対応する

層が左端に寄っていて、須恵器杯は22層から出土し

ている。

1号竪穴背後にあたる河道内左岸側には、人頭大の

礫が上層に 1列 に並ぶ。調査時点では自然礫としてあ

まり注意しなかったが、護岸的に並べたものであった

のかもしれない。

1号竪穴西側の河道左岸と北寄り、河道右岸の覆土

上層には細片化した土師器甕がまとまって存在したほ

か、溝底面には礫の間から古墳時代後期の土師器郭、

須恵器郭などが出土した。いくつかは完形で礫の間に

遺存し、流れ込んだか、あるいは遺棄された状態を保

つものとみられる。こうした遺物のあり方から、本河

道は古墳時代後期の時期とみておきたい。

また北壁断面図からもわかるように、北壁調査区外

にかかるように集石状の礫が河道右岸に堆積する。1.5

×2m程度の不整形の広がりをもち、礫堆積の厚さは

20～ 30cm程度。断面観察では掘 り込みはなく、河道

方向への若千の傾斜をもつことから、人為ではない集

石と考えておく。縄文の集石炉のような被熟礫はない。

礫の大きさは直径 5～ 20cmと 不揃いである。遺物は

ない。

4号河道は調査区東側の礫層面で、河原状に礫が東

側に傾斜するように露出する。3号河道と同じカーブ

を示すことから、両者は同一時期の形成と考えられ、

より本流に近いあり方といえる。遺物はとくにない。

(4)ピット (第 1図、図版 2)

調査区北西隅の 1号 1可道と2号河道に挟まれた中洲
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状の面に大小のピットが集まる。各ピットの幅×深さ

(cm)、 覆土は次の通り。

lピ 18× 16 灰褐色砂

2ピ 19× 7 褐色砂質土

3ピ 71× 17 暗褐色砂質土～灰褐色砂

4ピ 37× 14 暗褐色砂

5ピ 20× 13 黒褐色砂質土～灰褐色砂

6ピ 39× 6 黒褐色砂質土

7ピ 20× 11 黒褐色砂質土

8ピ  18× 4 暗褐色砂質土

9ピ 21× 6 暗褐色砂質土

10ピ 23× 12 黒褐色砂質土

11ピ  19× 8 黒褐色砂質土

12ピ  15× 11 黒褐色砂質土

13ピ 24× 7 黒褐色砂質土

(5)暗渠 (第 1図、図版 1・ 2)

調査区内には東西方向の 1・ 2号暗渠、2号暗渠に

T字状に接続する南北方向の 3・ 4号暗渠が存在する。

いずれも現況の水田に伴う水抜きのための暗渠であ

る。掘り方はトレンチ状を呈するが、礫を壁際に2列

並べた上に蓋石をかぶせ、さらにその上に小礫を詰め

込んだものである。調査では礫をすべて抜き取 り、 ト

レンチ状の掘 り方壁面で土層を観察するのに利用 し

た。1号暗渠は3号河道を横断するように、長さ10.5m、

幅 40～ 70cmで直線状に確認されたが、本来は水田の

東西幅の長さで30m以上存在し、重機による表土剥

ぎの際に削除したとみられる。2号暗渠も2号河道の

部分で途切れているが、河道の掘 り下げによって消失

した。3・ 4号暗渠は、長さ8～ 9m、 幅 40～ 60cmを

測る。

2号暗渠内に詰め込まれた礫の中には石臼片、凹み

石、五輪塔地輪片の石製品が含まれていた。

第 4節 遺物

(1)竪穴住居

1号竪穴 (第 7図 1～ 10、 図版 4)

土師器郭 4、 高杯 1、 長胴奏 2、 奏底部 1、 石皿 1(電

袖石に転用)、 土製紡錘車 1を 図示した。

1～ 4は底が九 く平たい杯で、1は直立ぎみに口縁

が立ち上る。2は 内湾ぎみに外反し、口縁直下の屈曲

が強い。3は くびれがほとんどない丸椀状の杯で、厚

く、内外面に黒色処理をする。4は非常に薄く、口縁

は直線的に外反する。外面に赤彩を行う。5は ラッパ

状の脚をもつ高郭で、郭部は短く内湾するように立ち

上がる。内面黒彩あるいは内黒処理、外面底部から脚

部にかけては黒彩 とする。6・ 7は土師器長胴奏で、6

は日縁が長 く伸び、胴部がやや丸 く膨 らむ。9は直径

4,4cm、 厚さ 2 4cmで、中央に直径 4mmの孔が貫通する。

外面はヘラナデで調整を行うのみで、無文とする。

(2)清

1号清 (第 7図 1、 図版 4)

1は櫛描波状文をもつ弥生後期の奏頚部。

2号清 (第 7図 1～ 3、 図版 4)

1・ 3は弥生後期の奏で、11よ 2重日縁の壼口縁部で、

櫛描波状文をもつ。3は日唇部に縄文を施文した奏。

2イよ/」形 甕か。

3号溝 (第 8図 1～ 4、 図版 4)

1は土師器球胴奏で、2は その底部か。3は長月同甕。

4は弥生後期の甕。

4号溝 (第 8図 1、 図版 4)

とは土師器杯。

(3)河道

1号河道 (第 8図 1～ 4、 図版 4)

1は内外面黒彩とした土師器杯で、器壁は薄く、日

縁都は直線的に外反する。2は弥生末～古墳前期の壼

口縁で、直立ぎみに立ちあがる国縁タト面に垂下する粘

土紐を4本只占付する。3は高杯あるいは台付奏底部。

4も 同時期の小形甕底部か。

2号河道 (第 8図 1～ 13、 図版 4)

1～ 4は土師器盤状イ。5は須恵器盤状杯。6は 長

胴奏。7・ 10～ 12は弥生末の奏・壼。8は 土師器鉢。

14は土師器小形高郭。9,13は須恵器甕。

1は底部外面にヘラ切痕をもち、焼成後線刻「十」

をもつ。2は外面に横ヘラ磨き、内面体部に横ヘラ磨

き、見込み部に放射状ヘラ磨きをもつ。3は 内面に赤

彩、4は内外面に赤彩をもつ。6は胴部外面に縦ハケ

をもち、底部に木葉痕をもつ長胴奏。7は 2重回縁で

口唇部に縄文を施文し、頚部内外をハケメ調整する。

また10は九 く膨らむ口唇部に刺突をもつ小円板を貼

付する。11は 奏頚部に櫛描簾状文をもつ。12は 内面

を横位の条線、外面を縦ハケメとする。9は小形甕、

13は九底の奏底部か。

3号河道 (第 9～ 12図 1～ 41、 図版 5)

古墳時代後期の遺物を主とする。1～ 13は 土師器

杯で、底部は平たい九底が多く、体部中央にわずかな

括れがあり、口縁部が内湾しながら開くタイプ(1～ 4・

6・ 8'10)、 直線的に開くタイプ (5。 7・ 9。 11)、 外

反して開くタイプ (12)、 須恵器邦の模倣とみられる、

くの字状に強く内屈するタイプ (13)がある。整形技

法としては、体部下半の手持ちヘラ削り、体部上半お
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よび内面のヘラ磨 きがある。また 7・ 9を 除き、内外

面あるいは内面のみの赤彩 または黒彩がみられる。

土師器奏には長胴奏、球胴奏の別があ り、整形技法

としてはヘラとハケメがある。ヘラ整形の長胴甕は 9

個体を図示 した。外面縦ヘラ削 り (ナ デ)、 内面横ナ

デの長胴甕を主とし、日縁部は緩やかに丸 く外反する。

15は 下膨れ状の長胴が特徴的で、16は 胴部中央に胴

径の最大径をもち、19・ 20も 同様の形態 を示す。17

は口縁直下の括れ部に稜をもつ。21・ 22は底部のみで、

上半形態が不明であるが、長胴甕の類 とみてお く。21

は底面が平坦ではな く、やや九 く、22に は底面に木

葉痕をもつ。

23・ 27・ 28はハケメ調整を行う長胴甕。23は外面

縦ハケ、内面横ハケ調整を行う寸胴の甕。27は胴部

中央が膨らむ奏。28はやや下膨れぎみの甕で、ヘラ

ナデの奏と同じ器形を呈す。外面の縦ハケは全体に弱

▼ヽ。

24・ 29は土師器球月同甕。24は土師器球胴甕。胴の

最大径は中央やや上で、胴部上半は斜め、下半は縦、

内面は横のハケメ調整を行う。口縁は九 く外反する。

29は括れの径がやや大きい奏で、胴部外面上半は縦

ハケ、下半は縦ヘラ削りを行う。また内面は横位のヘ

ラナデを多用する。

34は器形が不明であるが、小形奏であろう。35は

甑で、底がない。31～ 33も 小形奏とするが、31は外

面のヘラ磨 きが丁寧で、壼か。

36は古墳前期の台付奏底部。30・ 37は弥生前期 と

みられる奏底部で、30は外面を縦ハケメとし、底部

外面にもハケメ調整を行う。27は外面を斜めのハケ

メ (条痕文)と し、底部に網代痕が付着する。

38は有孔土器片で、両面穿孔による孔が中央から

ずれた位置に開く。不整楕円形で、タト周は磨きがされ

ていない。39は土製勾玉。先端は久損し、全長は不

明であるが、断面は円形で全体ではC字形を呈する。

頭部に子とが貫通する。祭祀遺物であることから、河道

に対する祓い等の祭祀行為が行われたか、祭祀行為の

のち祭祀具が廃棄されたことを示すものであろうか。

上師器類もそれに伴って用いられた可能性がある。40

は断面扁平な棒状の自然礫で、両端部に叩き痕がわず

かに認められることから、叩き石として利用されたこ

とがわかる。41は 凹石。縄文のそれではなく、古墳

時代のものとみられる。凹みは片面のみで、凹み径は

6cm、 深さ lcmと 浅く大きい。

(4)晴渠 (第 12図、図版 5)

暗渠内に詰め込まれた礫中に石器、万製品がいくつ

か含まれていた。いずれも2号暗渠出土である。1は

凹み石で、縄文の石器か。2は穀臼の上臼片。3は五

輪塔の地輪片か。

第 1節 試料

古墳時代後期の 1号竪穴宅および周辺床面上の炭化

物および炭化物を含んだ土壌について、炭化材、炭化

種実の同定を主とした分析を行つた。

採集 した土壌は 3袋に分かれているが、すべて 1号

竪穴竃覆土に関わる土壌である。食物残滓、食材残淳

の検出、燃料材の樹種同定を目的に土壌を水洗選別 し

た。作業方法としては、採取 した土壊を乾燥 し、重量

計測ののち、ウォーター・セパレーション (浮遊選別

法)に より浮上 した炭化物を回収 した。炭化種実等の

抽出、選別は行わず、抽出した炭化物を一括 して同定

側へ委ねた。

なお、土壌の乾燥重量は「1竪亀」 -400g、「1竪亀」

-3 7kg、 「1号竪穴炭」 -2.6kgである (注記は袋に記

載されたまま)。

第 2節 炭化種実 。炭化材の同定結果

(パ リノ・サーヴェイ株式会社)

はじめに

山梨県韮崎市藤井町北下条・坂井に所在する後田堂

ノ前遺跡は、塩川右岸の塩川が形成 した谷底平野に立

地する。本報告では、発掘調査で検出された竪穴住居

跡の竃内土壌および周辺床面の水洗選別により回収さ

れた微細植物片を対象に自然科学分析調査 を実施 し、

植物質食糧や燃料材等について検討する。

1.試料

試料は、7世紀初 とされる 1号竪穴宅覆土および床

面土壊 より回収された微細植物片 3試料 (1竪竃、竃

内土、床面上土壌)である。

2.分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察 し、ピンセットを用

いて種実遺体や炭化材 (主 に径 4mm以上)を抽出する。

同定は抽出された種実全てを対象とする。なお、分析

時に種実遺体の検出量が少なかったことから、本報告

第 4章 自然科学分析
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第 1表 微細物分析結果

遺構名 試料名
土壌量
r,。Ⅲ

分析量

rrrL

種類
rrla新ゝ

重量

(貿 )

最大径

(alm)
分類群。部位 (個数)

1号堅穴

1タ テ カマ ド 3.75 炭化材 2.75 21.0 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

タラノキ

1タ テ カマ ド内土 7.06 種実 (4) 〈0.01 3.6 イネ 炭化胚詔1(積片)

炭化材 4.65 20.0 コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

イネ科
1タ テ内炭 882床面上 2.6 5.45 炭イL身ラ「 2.97 モ ミ属

では微細植物片中の同定可能な炭化材について任意の

数量を抽出し、同定を行つている。

(1)種実

種実遺体を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本

および石川 (1994)、 中山ほか (2000)等 との対照から、

種類 と部位を同定 し、個数を数えて表示する。分析後

は、種実を種類毎に容器に入れて保管する。

(2)炭化材

木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)。 板 目 (接線断面)

の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察 し、

その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究

所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同

定する。

同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等は、

島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他

(2006)を 、各樹種 の本材組織 は林 (1991)や 伊東

(1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

結果を第 1表に示す。 1号竪穴試料か らは、種実

4個 と炭化材 (1竪亀 275g,1竪 竃内 465g,1竪 床面

上 2.97g)が検出された。

(1)種実 (図版 7)

種実は、1竪亀内土より炭化 した栽培種のイネの胚

乳が 4個検出された。以下に、検出された種実の形態

的特徴を記す。

・イネ (07α∫
"聰

L) イネ科イネ属

胚乳の破片が検出された。戊化 してお り黒色。完形

ならば長さ4～ 5mm、 幅2.5～ 3mm、 厚 さ■5mm程度のや

や偏平な長楕円体で、基部一端に胚が脱落 した斜切形

の凹部がある。破片は最大 3.6mm程度。胚乳表面は発

泡 してお り状態が悪いが、2～ 3本の隆条の縦列が確

認される。

(2)炭化材 (図版 6。 7)

1号竪穴試料のうち、亀試料からは広葉樹 3分類群

(コ ナラ属 コナラ亜属クヌギ節・コナラ属 コナラ亜属

コナラ節・タラノキ)と イネ科、1竪内炭からは針葉

樹 1分類群 (モ ミ属)が確認された。以下に、各分類

群の解剖学的特徴等を記す。

・モミ属 (И bね) マツ科

試料はいずれも年輪界で割れている。軸方向組織は

仮道管のみで構成される。仮道管の早材都から晩材部

への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。放射

組織は柔細胞のみで構成される。柔細胞壁は粗 く、垂

直壁にはじゅず状の肥厚が認められる。放射組織は単

列、1-20細胞高。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (2ク 9′じクs subgen.

2ク ?/Cク S dθθ友壺″た)ブ ナ科

環孔材であるが、試料は年輪界付近で割れた小片で

ある。道管は、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単

独で放射方向に配列し、年輪界に向かって径を漸減さ

せる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は同性、単列、1-20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (2クθ″じクs subgen.

2ク 9rCク∫∫θじチP/カクs) ブナ科

環孔材で、孔圏都は 1-2列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、単列、1-20細胞高のものと複合放射組織とがあ

る。

・タラノキ 似η肋 力勉 (Miq)Seemann) ゥコギ科

タラノキ属

環孔材で、孔圏部は4-5列、孔圏外への移行は緩や

かで、小道管は単独または2-3個が複合して接線方向

に紋様状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射

組織は異性、1-5細胞幅、1-50細胞高で鞘細胞が認め

られる。

・イネ科 (Gramineae)

試料は、小片で脆い。横断面では、維管束が柔組織

中に散在し、不斉中心柱をなす。放射組織は認められ
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ない。

4.考察

1号竪穴試料からは、炭化した栽培種のイネの胚乳

と、針葉樹のモミ属および落葉広葉樹のクヌギ節・コ

ナラ節・タラノキ、さらにイネ科の炭化材 (炭化物)

が確認された。イネの胚乳は、竃試料より検出された

ことから、当該期における植物質食糧としての利用が

推定される。また、炭化材に確認されたクヌギ節、コ

ナラ節、タラノキ、イネ科などは、燃料材等として利

用されたことが推定される。

これらの分類群のうち、クヌギ節やコナラ節は、二

次林 (雑木林)の主構成種であり、現在の本地域では

比較的一般的な樹木である。いずれも木材は重硬で強

度が高く、薪炭材としては国産材の中でも優良な部類

に入る。タラノキは、伐採地など日当たりの良い土地

にいち早く生育する樹木である。木材は、広葉樹とし

ては比較的軽軟で強度は低い。重硬な木材と軽軟な木

材が混在していることや、周辺で比較的普通に見られ

たと考えられる樹木が不U用 されていることから、周辺

より入手可能な木材を利用したと考えられる。また、

床面上から出上した炭化材は針葉樹のモミ属であつ

た。モミ属は、本地域では扇状地上や山地斜面などに

普通に見られる樹木であり、その材質は木理が通直で

割裂性が高く、加工は容易である。試料の出来を考慮

すると竃試料の炭化材 と異なる性格 (用途)も推定さ

れる。

【引用文献】
林 昭三 ,1991,日 本産木材 顕微鏡写真集 京都大学木質科学研

究所

石川茂雄 ,1994,原 色日本植物種子写真図鑑 石川茂雄図鑑刊行委

員会 ,328p

伊東隆夫 ,1995,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 I木材研究・資

料 ,31,京都大学木質科学研究所 ,81-181

伊東隆夫 ,1996,日 本産広葉樹材の解剖学的記載H木材研究・資

料 ,32,京都大学木質科学研究所 66-176

伊東隆夫 ,1997,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 HI木材研究・資

料 ,33,京都大学木質科学研究所 ,83‐ 201

伊東隆夫 ,1998,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 IV木材研究・資

料 ,34,京都大学木質科学研究所 ,3C1166

伊東隆夫 ,1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載V木材研究・資

料 ,35,京都大学木質科学研究所 ,47ジ 16

中山至大・井之口希秀・南谷忠志 ,2000,日 本植物種子図鑑 東北

大学出版会 ,642p

Richter H G"Grosser D"Hehttl and Gasson P E(瀬 言),2006,針 葉

樹材の識別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴リスト 伊東隆

夫・藤井智之・佐野雄三・安部 久・内海泰弘 (日 本語版監修),

海 青 4■ ,70p[Richter H G,Grosser D,Hein2 1 and Gasson

PE(2004)コ カ多4Lねrげν7θЮdθ 9P'θ 員夕′rク′θsヵ′sttοοブ

rrr9ηザ糠cαrJ9カ ]

島地 謙・伊東隆夫 ,1982,図 説木材組織 地球社 ,176p

Wheeler EA"Bass P and Casson P E(編 ),1998,広 葉樹材の識

別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴リス ト 伊東隆夫・藤

井智之・佐伯 浩 (日 本語版監修),海青社 ,122p[Wheeler
EA.Bass P and Gasson P E(1989)Z脇 4Lたr9/ИθЮdθψた

Я9,肱/9sヵ r重研議οο列晩″

"θ

″力″]

後田堂ノ前遺跡では、これまでに各地点での調査が

進み、遺跡の状況が次第に明らかになっている。それ

によれば、本遺跡は縄文前期から中世までの集落遺跡

で、縄文前期、中期前半、晩期末～弥生前期、弥生後

期、古墳後期、平安時代末などに、断続的に集落が営

まれた。継続性が弱く、繰り返し居住地として利用さ

れた土地柄であったという点に、本遺跡の特徴を見出

すことができ、河川に面した不安定な地域性を示して

いる。

本遺跡の主体部は、藤井平の低地の微高地にあたる

中洲状地形に存在するが、今回調査 を実施 した日本

ネットヮークサービス地点は、その中でも旧流路に近

い低地に相当し、流路で区切 られた集落遺跡の縁辺に

あたる。調査の結果、礫層を基盤層 とし、上層をい く

筋かの河道が時期 を違えて浸食 した状況が明 らか と

なった。

1可道 と呼称 した旧流路は大 きく2本あ り、西側の 2

号河道が奈良時代初頭 (8世紀初頭 )、 東側の 3号河

道が古墳時代後期 (7世紀前半)で、3号河道に近い

ところに、河道 と同時期の竪穴住居 (1号竪穴)が存

在する。ここでは 3号河道と竪穴住居は同時期 とみな

してお くが、河道形成 と竪穴居住期間が、同一土器型

式の時間幅で時間差をもつと仮定 した場合、竪穴が先

行する可能性 もある点を考慮 したい。

さて、3号河道からの遺物出土状況によれば、河道

上層 レベルで、竪穴住居背後にあたる地点に土師器

秦類が集中するほか (A地点)、 24の甕が細片化 した

状態で集中する (B地点)。 そのほか河道内全体から、

遺物が均一的に出上 している。A地点の遺物には、9・

16・ 22・ 27・ 32・ 33等の土師器類があ り、短距離間、

アメーバ状の接合関係を示すのに対 し、河道内では上

流と下流での直線的、遠距離間の接合関係 となってい

て姑照的である。前者は通常の竪穴内での接合関係で

みられる接合状態であ り、後者は水流の影響により移

第 5章 総 括
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動 した結果 といえよう。前者 (A地点)が竪穴か ら

の廃棄かどうかについては、接合関係の分析では限界

があるといわざるを得ないが、竪穴 と近接する点から、

その可能性は高い。後者、河道内の上器類が竪穴居住

者の廃葉によるものかどうかに関しては、今回の調査

範囲の中での判断は難 しいが、やはり可能性はあると

みておきたい。

なお 3号河道では、2本作成 した断面図に河道内周

辺遺物を断面投影 した (第 3図 )。 それによれば 377.5

m付近 と、3767～ 377m付近の上下 2面の遺物包含層

が存在することが明らかである。ここで、上下の遺物

の別を整理 してお く。

」二煙ヨーー5'7・ 9'10。 14・ 15。 16。 19。 22・ 24・ 27・

29・ 31・ 32・ 33

司ヾ帰曇-1 ・2,3・ 4・ 6・ 8・ 11 ・ 12・ 13・ 17・ 18・ 20・

21 ・23・ 25・ 26・ 28。 30・ 34。 35'36・ 37

上層と下層の接合例に3(4片中 1片が上層)、 36(2

片中 1片が上層)の 2例があるのみで、それ以外はい

ずれも上、下層間のみでの接合を示 した。

B地点の 14、 A地点で集中的、アメーバ状接合関

係 を示す 15'19。 29は、いずれ も上層出上の奏で、

河道が埋積 して細 くなった段階での投棄遺物である。

また長距離間での直線的な接合関係 を示 した 20。 23

は、ともに下層出上であり、出土状況、接合関係が上

下層で対照的である。

郭類では上下層間での型式差は小さいが、薄手で日

縁部が九 く内湾する形式が下層に多 く、上層にはやや

厚手で日縁部が直線的な形式が多い傾向にあり、時間

差を示 している。奏類では頸部に稜をもって口縁部と

胴部を区別する例が下層に目立ち、上層では日縁部か

ら胴部にかけて稜を消すようにして縦ナデ (削 り)す

る例が多いことが指摘できる。また弥生時代の条痕文

土器片なども下層からの出土である。

3号河道 と竪穴住居が同時存在すると仮定 した場

合、河道内の竪穴住居背後の覆土中～上層に一列に並

んだ礫は、人工的に川岸を整備 した石列ではなかった

か、とも考えられる。また土製勾玉は何 らかの祭祀行

為に伴う河道内への奉賽品の可能性があり、その他の

出土土器についても、そうした見方が必要になるかも

しれない。

ところで、1号竪穴は 1辺 3.5m程度の小形住居で、

最大の特徴 として西竃をもつ。亀の方向としては、平

安時代であれば圧倒的に東、奈良時代では北が多い傾

向がある。南亀というのはまず存在せず、次いで西亀

もほとんどない現状にある。周辺遺跡の報告によれば、

古墳時代では北竃が多い傾向にあることがわかるが、

本遺跡例がもつ西竃の意味については不明である。た

だ、竃の普及段階にあたり、住居内での位置に統一性

を欠く時期であったといえる。また小形住居という点、

集落の中心から遠く、河川に近い立地のあり方が住居

の性格を示唆するようにも思える。亀周辺から出土し

た遺物群は、周辺からの廃棄物ではなく、遺棄された

遺物という見方ができ、遺物構成からみる限り通常の

竪穴と何ら差異はない。

1号竪穴、3号河道埋没ののち、2号河道が流下す

るが、その時期は河底出上の土器類から8世紀初頭で

ある。河道東側には居住痕跡がないことから、西側か

らの廃棄物であろう。このように7～ 8世紀初頭に藤

井平を坦積する、1可川氾濫などの大きな自然の営力が

働いていたことがわかる。その直後に宮ノ前遺跡のよ

うな官衝的性格をもつ集落や条里地割の整備が行われ

るなど、人為的な動きが起こるのも、その前段階にあ

たる1可川氾濫と無関係とは思われない。

竪穴住居 1軒のみの小規模調査ではあったが、藤井

平の開発 という視点で見た場合、示唆に富む調査で

あった。こうした積み重ねの蓄積が、地域史を語るさ

いに重要となることは言うまでもない。

発掘調査にあたり、土地所有者の小澤芳雄氏には、

発掘調査に対するご理解 。ご協力を賜わり、心より感

謝申し上げる次第である。本書刊行に際し、小澤氏を

はじめ、調査・整理作業に参加した多くの方々、その

他関係者の皆様方に対し、お礼を申し上げ、感謝の意

を表したい。
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発掘調査報告書―』韮崎市教育委員会

山下孝司 1991『下横屋遺跡一山梨県韮崎市下横屋遺跡発掘調査

報告書―』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

山下孝司 1991『堂ノ前第 2遺跡・北堂地遺跡 県営圃場整備事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査』韮崎市教育委員会 ,峡北地域

振興局

山下孝司 1992『堂地遺跡 県営園場整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・峡北土地改良事務所

山下孝司 1992『上本田遺跡 県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・峡北土地改良事務所

-10-



山下孝司 1993『堂地遺跡Ⅱ 県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・峡北土地改良事務所

山下孝司 1993『宮ノ前第 3遺跡 宅地造成に伴う埋蔵文化野発

掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

山下孝司 19%F立 石遺跡 県営国場整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・峡北土地改良事務所

山下孝司 1995『宮ノ前第 4遺跡 店舗建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

伊藤正彦 1996『後田第2遺跡 JA北藤井支所建設工事に伴う

発掘調査報告書』韮崎市遺跡調査会 ,韮崎市教育委員会

山下孝司 1996『琵琶塚遺跡 JA梨北藤井 SS建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

山下孝司 1996『坂井堂ノ前遺跡 藤井郵便局建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

山下孝司 1997『宮ノ前第 5遺跡 韮崎市立北東児童センター建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」韮崎市教育委員会

山下孝司 1997『山影遺跡 送電線仮鉄塔建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

伊藤正彦 1997『後田堂ノ前遺跡 韮崎市文化ホール前通り線建

設工事に伴う発掘調査報告書』韮崎市遺跡調査会・韮崎市教

育委員会

山下孝司・閏間俊明 1998『三宮地遺跡 韮崎市文化ホール前通

り線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』韮崎市遺跡

調査会・韮崎市教育委員会

秋山圭子・闇間俊明 1999『上横屋遺跡 店舗建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

山下孝司 2001『 下横屋第 2遺跡 宅地開発にともなう埋蔵文化

財発掘調査報告書』韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

閏間俊明 2003『 下横屋遺跡Ⅲ 藤井町北下条字下横谷526番地

地点 宅地分譲地内道路敷設に伴う緊急発掘調査報告書』韮

崎市遺跡調査会

閏間俊明 2003『下横屋遺跡Ⅳ 藤井町南下条字水無421番 地地

点 宅地分譲地内道路敷設に伴う緊急発掘調査報告書』韮崎

市遺跡調査会

閏間俊明 2005『 下横屋遺跡第 6地点 藤井町南下条 1558番地

外地点 宅地分譲地内道路敷設に伴う緊急発掘調査報告書』

韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会

宮澤公雄 2007「 上横屋遺跡第 3地点 藤井町北下条字上横屋

433番地地点 宅地分譲地内道路敷設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書』韮崎市教育委員会・財団法人山梨文化財研究所
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ρぴう亀。
:(?,4ピ

 ●

Ｅ
∞
ト
ト
”

・
Ｉ

Ⅵ

鋪粒やや多。旧水田の床上
炭化粒・焼土粒含。
黄色砂質土やや多。
貼り土か。錆粒(褐色粒)やや多。
黒味の強い砂質上 貼床直下の掘り方内の上。

B′

 3778m

3778m

1号竪穴
1 暗掲色砂質土(10YR3/41
2 黒褐色砂質土(10YR2/2)
3 灰黄褐色砂質土(10YR4/2)
4 にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)
5 黒褐色土(ltlYR2/2)

Ｅ
Ｏ
ト
ト
ｍ

・
―

判

1号竪穴電
1 黒褐色土(10YR2/3)炭 化物・焼土粒含。
2 暗褐色土(10YR3/41焼 土プロック(径1～2(m)や や多。炭化物含。
3 黒褐色土(10YR3/1)炭 化物少。
4 黒褐色土(10YR3/1)焼 土粒含。篭粘土の崩れか。
5 嗜褐色土175YR3/3)錆 粒多。焼土粒・炭化粒含。
6 黒褐色土 (10YR2/3)焼 土小ブロック含。炭化物やや多。
7 黒褐色土(10YR2/3)炭 化物多。焼土粒やや多。黄色小ブロック含。

時掲色土  (10YR3/3)黄 色小ブロックやゃ多。
焼土   (2 5YR4/6)赤褐色上。
褐灰色土  (10YR5/1)灰 層。
明褐色焼土 (7 5YR5/6)焼 土層。オレンジ色の焼土層。
黒色炭化物 (10YR1 7/1)炭 化層。
暗褐色土  (10YR3/3)
黄褐色土  (10YR5/6)ロ ーム土。貼り床か。錆粒含。

８

９

１０

１１

１２

‐３

‐４

第 2図 1号竪穴
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3河 A
l 灰黄褐色砂質土

2 灰白色砂
3 黒褐色砂質土
4 黒褐色砂質上

5 灰白色砂
6 黒褐色砂質土
7 褐灰色砂
8 黒褐色砂質土
9 褐灰色砂
10黒褐色砂質土

11 黒褐色砂質上

12 にぶい黄褐色砂質土

10YR4/2)錆粒分やや多。
10YR7/1)下層はやや粗。上層はやや細かい砂。
10YR3/2)やや黒味有。シル ト昆
10YR3/1)炭化物含。錆化。
10YR7/1)ややホ醜
10YR3/2)3層 と同質。シル ト的も
10YR4/1)径 1～2mmの砂粒。ホ監
10YR3/2)3層 と同質。
10YR4/1)7層 と同質。米醜
10YR3/2)3・ 6層と同質。砂質～シル ト土。
10YR3/2)3・ 6層と同質。やや黒味有。
10YR4/3)黄色シル ト混。錆粒・炭化物含。錆粒やや多。

褐灰色砂

黒褐色砂質土

褐灰色砂

黒褐色シル ト

にぶい黄褐色砂質土

にぶい黄褐色砂質土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐灰色礫

褐色砂質土

10YR6/1)上 層は細。下層はやや粗。錆粒化。
10YR3/1)黒 色土と砂混の互層。
10YR5/1)上 層は細。下層はやや粗。
10YR3/1)炭化物含。錆粒有。砂質上昆
10YR4/3)一 部シル ト含。錆粒やや多。
10YR4/3)

10YR2/2)黒 味氏 シル ト質に近い。
10YR3/2)砂 層と黒色上の互層。錯粒多。黒味やや弱。
10YR2/2)黒 味孔 3河Bの 17層 と同曳
10YR4/1)径 2～3cmの 礫多。3河Bの 10層 と同質。
10YR4/4)

▲3777m

A3777m

旦3775m

3 灰白色砂
4 灰黄褐色砂

3河 B

1 灰白色砂     (10YR7/1)や や粗。
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)錆 化した砂質土と贈掲色土の互層。 10にぶい黄褐色礫  (10YR4/3)径 05～ lcm大の小礫多。

11 にぶい黄褐色砂  (10YR4/3)錆 粒含。
12 にぶい黄掲色シル ト(10YR4/3)炭 化物・錆粒含。
13褐灰色シル ト   (10YR4/1)炭 化物少。
14褐灰色シル ト   (10YR4/1)炭 化物少。
15褐灰色シル ト  (loYR4/1)やや粗。7層類幌
16にぶい黄褐色シル ト(10YR4/3112層 類イ塊 炭化物・錆粒含。
17黒褐色土     (loYR3/1)黒 味強。
18黒褐色土     (loYR3/2)黒 味弱。地山類イ児
19褐灰色砂質土   (10YR4/6)地山。確認面。錆粒含。

(10YR7/1)や や粗。

(10YR7/1)細 かい砂層。炭化物含。

(10YR7/1)や やホ駐

黒色土と褐色砂の互層。炭化物含。シル ト】丸

(10YR7/1)や やくすんだ層と灰白色の部分あり。やや粗。

にぶい黄褐色砂  (10YR4/31細 かい砂層。4層と同質。やや黄色い。炭化物含。
灰白色砂

黒褐色砂質土

灰白色砂
にぶい黄褐色砂  (10YR4/3)細 かい砂層。11層 と類イ児
黒褐色土     (10YR3/2)シ ル ト状。6層類仇 直下の10層面に錆粒・炭化物含。

」3775m

第 3図 溝 。河 (2)
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第 5図 3号河道遺物分布図 (1)
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第 6図 3号河道遺物分布図 (2)
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1 重機による表土剥ぎ

図版 1

2 2号河道内の精査 (南より)

3 作業風景 調査区全景

6 調査区全景・3号河道 (南 より)

5 調査区全景 (東 より) 7 3号河道 (北 より)



図版 2

8 3号河道確認状況 (南 より) 9 2号河道 遺物出土状況 (南より)

2～ 4号溝完掘状況 (北より)10 2号河道 遺物出土状況

12 ピッ ト群 13 ピッ ト群および 1・ 2号河道 (北西より)

囲

鰹

騨
翻

14 3号河道内 集石 15 3号河道内 集石断面

17 3号河道 (右岸)土 器集中区16 3号河道 (左岸)土 器集中区



図版 3

19 1号竪穴 紡錘車出土状況18 1号竪穴 遺物出土状況 (東より)

20 1号竪穴 完掘状況 (東 より) 21 1号竪穴 土師器lTH出 土状況

嬢 ぬ 斜難|l ξ歳進露静

22 刊号竪穴 霊内礫・遺物出土状況 (東 より) 23 1号竪穴 寵内袖石 (南 より)

24 1号竪穴 完掘状況 (東 より)

巖

ま、撥

25 1号竪穴 霊完掘状況 (上より)

26 1号竪穴 掘 り方状況 (東より) 27 1号竪穴 寵完掘状況 (東寄り)



図版 4
1号竪穴遺物

2号溝遺物

"
1号溝遺物

1号河道遺物

4号溝遺物 〉

8

3号溝遺物



3号河道遺物
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1号暗渠遺物

2号暗渠遺物



図版 6

炭化材 (1)
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1.モ ミ属 (1タ テ内;床面上)

2.コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (1タ

3.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (1タ

a:木 口,b:柾 日,c:板 目

日■■■■■■■■■■■200 μ m:2-3a

200 μ m:la,2-3b,c

100 μ m:lb,c



図版 7

５ｂ５ａ4.タ ラノキ(1タ テ ;カマ ド)

a:木 口,b:柾 日,c:板 目
5.イ ネ 胚乳 (1タ テ ;カマ ド内土)

6.イ ネ 胚乳 (1タ テ ;カマ ド内土)

7.イ ネ 胚乳 (1タ テ ;カマ ド内土)

- 200 

μ m:4a

200 μ m:4b,c

- 2mm:5-7

炭化材 (2)・ 種実遺体
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